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イェーツの連続補正について 

イェーツの連続補正についてその適用の良し悪しを考えてみよう。まず、ある程度データ

数のある場合である。図 1の分割表について考えよう。 

 

図 1 分割表 

図 1の分割表の場合について、イェーツ補正を含まないχ2検定、イェーツ補正を含むχ2

検定、Fisherの正確確率検定の結果を比較してみよう。 

   

図 2 χ2検定と正確確率検定の比較 

これを見ると、正確確率検定に比べて、イェーツ補正を含まないχ2 検定は確率が小さく

出過ぎている。この場合、イェーツ補正は有効に機能しているといえる。 

次にデータ数が少ない（χ2検定では多少無理のある）図 3の分割表の場合について、各

検定の結果を比較してみよう。 

 

図 3 データ数が少ない場合の分割表１ 

それぞれの検定の結果を図 4に示す。 

   

図 4 χ2検定と正確確率検定の比較 

この結果によると、イェーツ補正を含む場合は検定確率が大きく出過ぎて、含まない場合

に比べて劣っているように見える。しかし、これは有意差なしのはっきりした例である。

では、有意差に近いところの判定ではどうなるであろうか。図 5の分割表について考える。 

 

図 5 データが少ない場合の分割表２ 
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それぞれの検定の結果を図 6に示す。 

   

図 6 χ2検定と正確確率検定の比較 

これによるとイェーツ補正を含む方がより正しい結論に導きそうである。このようにイェ

ーツ補正は有意差が出そうなところで、より正確な値を与える補正であることが理解でき

る。 

 


